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高等学校共通教科「情報」の検定教科書の分析的研究(第 2報)

相詩型 詰会‘
刀言

Second Report: An Analytical Study of Textbooks Used for 

Information Education in High School 

Shuu AIZAWA 

1.はじめに

平成 21:11::に告示された山等学校学習指導型ー領

(以下、新学習指導要領)の共通教科「情報J(以

下、情報科)では、 学習者が情報化社会に積続

的に参阿できる能力・態度 と、情報に|刻する科

学的な見方 ・考え方を判仰するために、 fj't前の

学習桁導要領の情報手1.の科目榔成、目際、 IT-J作

などについて見直 しが凶られた。従前の学習指

導要領において、情報手段の前川経験が浅いtl:.

徒の履修を想定して設置した f'l'I'i報 AJ は発Jl~

的なWf?i'iがなされ、 f'l官報の科学:J、「社会と 'ii'it1AJ
の二科 11が新設された 九

従前の学習指導要領の情報科の本1.llである「的

報 AJは、創設された科目のため、多種多様な

解釈がなされ、検定教科-tliが著作 -編集されて

いたこ とが報告されている川。今回の学習桁噂

要領の改訂により新設された「刊誌IAの科学」、「社

会と{首相uにおいても、 ff，淵l.AJと同様に多柏

多様な解釈がなされ、検定数利i11が著作 ・編集

されている可能性があるため、この点について

検証が必裂と思われる。

また、検定数字ltj:は、 1手:'i'H首謀嬰領に示され

ている救キ|ー ・科 目の目標、学科内容を網縦 ・配

列し、カリキュラムの基準をJL現化 した教材で

ある。そして、学習指導要似に示されている附

-琉球大I'_/:.放ftl'{:ms

割i科の目1JJ:に到達するために、各学習項目の重

み付け、配列などの特徴が顕在化 している。そ

のため、それらを整理分析することにより 、カ

リキ ュラム作成や学習指導を進める上で、有川

な示唆を仰ることができると考えられる。

先行研究において高等学校の間報科における

検定教科i
'
}の分析 はい くつか行われてきてい

る。1仔例F列0えぱ、 吾昏;山ら(ロ20∞07η)は平J成戊 l日5:1年!ドミ度版と平

!成必 lげ7:1年ド)皮立幻!版以の目J山'，Ij校普i通亜教科 f'l附|

f叫5生守を定品的デ一夕から変化傾II向I，川lリl'をを分析 し、定性

的分析か ら各科自 の特徴的単元の記述比較を行

い、普通数字1.f情報Jの教授純凶と教授内容の

変化の方向性に|刻して考察している。その結娘、

平成 15年度版と比較し、「川{れ)'i湘羽.(AJと「情幸報技CJ

ではコンピユ一夕 リテラシ一に|附刻する記述が減

少していることを卒報li告している 4九)」。上|旺旧I刀lら(但2003剖) 

は、f'円刊'1信刊情iれ'1'，'背l5j汁卒羽祁11AJ の各検定教利f判竹l円作i?@の記}松|依成内毛容手カか、ら f'h 

幸報!IAJのlけI'{心、{的i内句矧:Uj組について分析析.を行行-つている 5九}」。

筆者も、前羽iにおいて新学習指導要領の情報本|

の科1::1である「社会 と情報Jの検定教科書の分

析を行っている。その結果、多くの検定数手|臼:

では 「↑，Hfi.のii引1Iと表現」のか官J:i'iFIに関して

記載内容が多いことや、各学習)}'{FIの記載内容

量によ って 5つの頒型化が凶れたことを報告し

ている 九しかし、これらの先行研究においては、
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新..t~'>1指導~:íÌJ'iの'h'íW，宇|のもう一つの科 11 である

f'l'iげI{の科手Jについて分析がfiわれていない

そこで本fi)f究では、新4苧学f夫:i?刊りりH行伊;ji吊~V~ ~梨lZ;F符飢:1'(における'h'附'，'吋'i j 

宇ね総i民{ぽt干利科白T千|ト.の乎利科|ト，1什lでで、あゐ i'l↑1'1‘}Y百IftYj宇判IAのJ利科q午|↓，つ)下;

d記己)1版陶夜如|内人付l千作千を主掠空Jm'う分H布析j庁fし、 各検;じ:r-x科Eli-による;t;::

児について十*~，Eするとともに、カリキュラム作成

や乍:'i'l指導を!1主める仁で必~となる ).~r~~(，0 な1:1 1 }~ 

を 1~: ることを 11 (I(jとする。

lm、木机で扱うつ!:W内谷は、教科jlj分析という

'f.i1~ をJtl いることに f'ドい 、 その制等 仔や教問lの fJIII

1Mから、指導~ljïlijゃ桁導)iit を {Jt也するために扱

う'nJ'11人j作をぷ1:;(1してお り、 '1:，従がi内1::'' ~削!J し

た'/:¥"11/、j容というfl[llj(けからは倣わないことする。

2.分析の方法

(1)分析の対象

平成 21:iJ'.3 JJに丈;¥I¥fGI・55:行から(11示された1fJi

等学校学習指導安加との第 2市部 10節i"t'iWに

JJiつ'いて編成 ・検定された平成25"J'.)引抵の r'h'l 

Nl.の科学:Jの検〉ヒ救利子i:とする。‘1':IJ.lt25イ1:，)主J:以

の i'h'i1:llの科学Jの検定数手1，，':をIU版している 4

1'1:、，iI"5 I1lrを分析の対象とする(名検定数料l!?は

A-Eと記す).) 11，。

(2)分析の方法

平成 25年度版 i'i"ii報の利子炉jの検定数利 Ill・の

記載l人j作から、新学判指導~:制で示されている í'h'í

fI{の科ザ:Jの学押|付符(大J!i11 4、小唄 1112)の

，l~ il&. 1人l容のwu介を tì: 1'1¥する!とl。その後、名検定数

4・1・2li-のjj'l型化を1J'うために学刊|付千五の記iI夜|人rr千の
;Iill介からクラスタ一分析を11'う。そして，jp刊化さ

れたグループごとに、千千検定数利 11!の各市におい

て11f:W指導型:官{のザ:'."11人j作 (・人m11 4)がどのよ

うに~ff'移しているかを整列!し与燃する 。

(3)学習内容の記載内容の割合 (分析 1) 
作検定教科11Fから j';/!~ 扉、安引、 7;z末のまとめ 、

_I';'I~ ~く川也、巻頭 ・ 巻ぶ資料を|徐き 、 名ペー ジの 11己

il夜|人何千 (記述文、 |記|、表)を 0.5ページljifii:で、

~? ~J'>I指導要領で・ぶされている「的械の科 うi:J のう!.

刊|人1'N(大項目 4、小刻1112)とのI，iliじ作業を行い、

作や押内容の~ìL)1従!人j作の割合を t):"11，する。その124、
0.5ページ単位の11'で各学押|人j作が途切れるJ))j介

は、 0.25ページ以 卜一記il夜されていれば0.5ページ

とする また、作'γ:~J)II人j容に ~Jí てはまらないペー

ジlr!'，(よ、「その他Jと分mする。

i 174、分析 iの|日]定作業については、j大ミi字77子の{↑町1J行'Ii羽報

教f行i'J判|川l
、1竹i救口 1 ~才名/介1 と山tサ咋?字:λ守f:i校涜世，附|

が{自州l仏川A川川|問M別iリlにf行1い、 なよLが1tJ文しないj品介には、|窃II長

をわ ってiJじ主することとした。

(4)検定教科書の内容構成に関する類型化(分析

2) 

分析 lでtrll¥された結ー見l-をもとに、検定教科111:

がI'iめる各小項110):，1;11合を変数として、各検定救

科，IH，'IIJ必の傾lilJを探オ;するために、クラスタ 一分

析によゐ知却化を1'1'う 。

(5)検定教科書における学習内容の順序性に閉す

る特徴分析 (分析3)

検山政干1--. 1 ;:の市附成は 、 学科桁i持~領に示され

ている作科11のねらいを達成するための過税を!!. 

体化された ものとJjdえる ことができ る九 学科指

導県知に不された iW市iの科学Jの小胃内科であ

る

i(l)コン ビュータと十llj報通信ネッ トワークJ
i(2)I::1題解決とコンピュータのi/iIlIJ 
i 3l i'N ff(の~=~・翌II と川題解決J

i ，1 'I'，'i幸11技術のj住民と的報モラルJ
の大Jl'i11を折針として、各検定数4・l-，ljーをWt成する

訟で、これらの 4Jri 11がどのようなIIIW-j';で取り倣

われているかについて特徴を分析する。但し、 22
41\、ォ;引、 1戸末のまとめ 、î-fi~ミ川題、巻頭 - 巻末

資料を|徐き 、 各ページ I)~作 (記述文-、区| 、 表)を

0.5ページIji位で分析する。

3.結果

(1)学習内容の記載内容の割合(分析 1) 

各検〉江教科 ;1;ーか ら i'~j: IJI( 、 紫引、 i;';-_~くのまとめ 、

市水川題、 巻ぽi . 巻」ミ資料を|徐き 、 (:_f.~~指導~官!
で、ぶされている「↑，'illl.の科学jの名学習内谷 (大

mll/l、ノj、J1'l1112)のページ数に附する紡県を去

1 (ニノJ;す。

千十検定教科当によって学習内科 (大項目 4、小

唄1112)に:切り、Iiてられているページ数の総ねl
はt付|・によって辿いがあり、 Cが J38ページ、D

が 130.5ページ、Bが 125ページ、ιが 124ページ、

Aが 112ページ‘の)IJ((で‘多かった。
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表1検定樹ヰ書における各学習内容のページ数

大Ji.lll ノ).JJIII A 

ア.コンヒュータとfJf報の 26 

処自i (23.2) 

①コンビュー
イ tl'h'il必illUネットソーク 10 

タとれ'1'*1必ilif.i
のli:JWメ (8. 9) 

ネットワーク
ウーザ槻iシステムo)(!WJきと 2 

制きするザービス (1.8) 

ア!日阻解決。))，0N'ý~な巧

え)j (3.6) 

@11脳frJWとと

コンピュータ
イ.問題の解決と処.f1lnejl!J'I 8 

の1古川
の自動化 (7. 1) 

ウ.モデル化とシミュレー 16 

ション (1'1.3) 

ア↑i't'"I必illr;iネッ トワーク 2 

と|li腿i解決 (1.8) 

@h't¥'，l1o:Yii:J'1! イ . W羽iの，"iiftl ・ ~rJ'J!とデ 18 

と11腿i解決 ータベース (16. 1) 

4 
'7.llil地内側tの.lf1111iと改-i"f.

(3.6) 

10 
ア社会の↑MllIヒと人1111

(8. 9) 

@l1't't担技術の
イ情報社会の安全とれ矧i 8 

J.lli肢と十I'I'Wモ
技術 (7.1) 

ラ/レ

ウ七時制:会の矧IJQとれ怖i

J支刻、f (3.6) 

ノr、i、，11' 112 

五":LII¥、主主i'JI、1;'(-1ミのまとめ、 t;¥，jミ|ll似j、
58 

.{f:vJl . ;IJ.水資料、比返し

学宵|付谷の大rn日において、A、B、C、Eでは「①

コンピュータとi't'iザIh並ii1ネットワーク」の占める

~lflJ合がúJÌ:も 1.4 く 、 D では「②H1Htl凶作決とコンビュー

タの泊I11JのIliめる割合が1i止もれjかった。そして

学習|人l行の大凶 11において、B、D、Eでは「①

情報の行JlII と 問題解決Jの占める ~lflJ介が:I1JÌ: も低く 、

A、Cでは「①情報技術の進展と的判iモラルJの

占める;1[11介が'11えも低かった。

B C D 

21 27 2/1 26 

(16.8) (19.6) (18. '1) (21.0) 

12.5 I ~ 13.5 22目 5

(10.0) (10目 1) (10.3) (18. 1) 

19 2 5.5 3.5 

(15.2) (1./1) (4.2) (2.8) 

7 6.5 5 

(5.6) (/1. :3) (5.0) (4.0) 

13 14 27.5 6 

(10.4) (10. 1) (21. 1) (/1. 8) 

13.5 16 13 5 

(10.8) (11. 6) (10.0) (4.0) 

2 3 3.5 

(1. 6) (2.2) (2.7) (3.2) 

8 17 13 11 

(6.4) (12.3) (10.0) (8. 9) 

13.5 12 4 5 

(10.8) (8. 7) (3. 1) (1.0) 

3.5 8 1.5 11. 5 

(2.8) (5.8) (1. 1) (9.3) 

6 9 13.5 20 

(1.8) (6.5) (10.3) (16. 1) 

6 10 υ p 4.5 

(4.8) (7.2) (3.8) (3.6) 

125 138 130.5 12/1 

51 51 59.5 70 

学習llAI'hの小羽11において、すべてで①「ア

コンピュータと附報の処理Jの内める;l司令が!IJI:も

IJiかった。そして守:背内容の小羽11において、A、

Cでは①「ウ ↑l'nIIシステムの剛きと拠供するサー

ビスJ、Bでは③ 「ア '1，';報通{;iネッ トワークと

問題解決J、Dでは(1)1ア.社会と・h'i報化と AIIIIJ、

Eでは①「ウ.十t'it-l<システムの働きと提供するサー

ビスjのIliめる'，I;IJ合がi詰も低かった。
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(2)検定教科書の内容構成に関する類型化(分析

2) 
クラスター分析-は・I~)jユーグリット距離によ っ

て矧似伎を求め、 ¥Vardi去に基づいて項目を結合

した。産自民を凶 lにぷす。

A 

C 

1) 

B 

~ --- - -↓ - ---+----~-ーーー-ト - ---ーl

ゴ7

図1 検定樹地の学習内容による類型化

1 :;(11 のテンドログラムを上凶の~E雌で分;IIIJ し

た。その結足、4つのクラスターが生成され、検

定教利 Ili-の#i型化が行うことができた。

lつは検定数字1，，Ir A、Cで梢!此されたクラス

ター①である。その他 B、D、EはJj'Lーの検定救

手|-Jj:で榔成されている。それぞれクラスター(司、

クラスター③、クラスター@ とする。

オキクラスターの特徴を把握するために、 rii'HI<
の利'}:Jの学習内容 (大項目 、小唄11)の!，lfIJ1tを

~r 11'，した (長 2参nn)。
クラスター①は、年:宵内谷の大引11で「① コン

ピュータとl'，'i報通信ネットワーク」の割合が沿も

iujく、「①十円相1技術の進展と情報モラ JレJの)Illjft

が11占も fl~かっ た。 他のクラスタ ーと比較して他の

大以11の'，IIIJ合の範凶が小さい特徴が示されている

(19，6% -32.496)。そして各小rJ[blにおいては①

「ア コンピュ ータ と情報の処型IUが松 もllれ、:81J

合を示していた (21.296)。

クラスター②は、クラスター① と同椋に学科|人l

容のkJ1(IICDr情報の活用と表現」の書IJ合がMも

rJi く 、 r0心情報技術の進展と情報モラルJ の'，I~Jf，-

が11~ も fl~かっ た。 そして大項 目 を十時成する各小唄

IJ IBJの範IlHが、 4つのクラスターの'1'で訟も小さ

い仰をぶしていた (1.6%-16.8%)。

クラスター③は、学習内谷の大町11で「②11日凶

解決とコンピュータの活用」の;l司令がll~ も山〈、

rQ)l'，'什科技術の進JKと情報モラJレJの拘j合がl'，iも

{止かった。そして大項目を構成する小JJlIlのIj'で

は、 ① 「イ. 問題解決と処理手IIinの 1'1動化」がM

も，'.':j¥.t、'，lflJイl'(21.196)を示している。

表2 各クラスターの学習内容の割合

クラスター① クラスター② クラスター③ クラスター@
kfJ'i11 '1>1買11

11， C Il 。
ア コンピュータとlo'IM!<'I浅山! 21. ~1I 1(;.8唱 18. "屯 21.0時

①コンビュータ ←一一一一一 ←一一一一一
イ.11・m地1.1ネノトワーク叫悦nみ !J. O'o 1 0.0~ 10.:民 18. 1也

.tlt'lffii必IJネ・ノ 32.・1¥ 「一一一一一一 .12.0、 32.~ 4 1. ~ 

トソータ
ウ 倫相lシステム，q;可動さとIM{たするそトー

1.(苅 15. z¥ ，1.2'も 2.8唱
ピス

@I川創作たとコ ア 1/明治慌たの')"'4，;(内f内 i<_)l ，I. ~ !i.(鵡 !j，o;忘 'I. ~ 
トーーーーーー ト一一一一一一 一ンピュータのm イ 11\~jQ清i切とと処PI!T刊fì，のJ'働化 8. b~ 25，臥 10・1屯 26.8も 21. 11品 36，1首 ，1例 12.8覧
ト一一一一ー

JlI ウ.モデノLイヒとシミュレーション 12， ~偽 10. !{¥， 1 0，~ ，1.0五

ア !ml!i血I;rネy トワークと111胞拘花た 2，0払 1.郎 2. I官 J.2弛
@!，'I~I!<'IYì~:J'Hと トー一一一一 「ー一一一一

イ 1N仰のfNfi'f・'TI'.1'dlとデータベース トI.~ 22. '1也 (;.'1唱 18，8五 I O，~ 15，民 R!J首 16，1出
11拠蜘りと }一一一一 ト一一一一一

ウ.11模倣i決のけ簡と改iff 6. I ~ 10. !i¥ 3.1司 1.0¥ 

ア. tIゴ~Q.片山幸量{ヒと人J:l1 7，宮、 2，8l. 1.1唱 立3も
(!)IMI以1lj'(l)il!! トーー一一一一 卜ー一一一ー

イ，lo'訓l会wム全とも，'，'+flJ.支持T (j，!i司 1 9，~ '1. !1~ 12"lj‘ 10，:悦 15.~ 11;，1% 29，0見
II~とtt'o~1トモラノレ ト一一一一一一

ウ， l，'，'ffitl会の発展針。澗lt断 5.日、 l民 3. ~ 3，(九

- 196-



クラスター@は学刊内容の大別 11で「① コン

ピュータと・附報通信ネットワーク J の割合がjl~ も

向く 、 「①情報の1"~:理j ! と問題解決J の;liリ合がirk も

低かった。そ して各小唄目においては①「ア守コ

ンビュータと間報の処理」が最もFJjい'，'I'J合を示し

ていた (21.0%)。

(3)検定教科書における学習内容の順序性に関す

る特徴分析(分析 3)

各検定教科書を十九成する詣で「情報の科-竿:Jの

各学:潤内平等(大項目)がどのようなIIIH序で取り扱

われているかを各クラスターで表3から表 6に撚

tlJlした。fJ:I.し、各部の巾で fH'i戦の科学Jの各ザ:

~J)i 1人l作(大項目)に該当しないページについては、

表小に記載しないことにした。

表3 検定糊書におけるクラスタ-<I泊朝紙

検定教科。，~

/-r;.:番号
2 3 4 5 

A(全6i';'o:) 
<::DJ(② ② <IXID G耳b む荻D

10/10/2 6 22/8 '1/18 16/2/2 

C(令:6i;i) 
@ ① CiXD @② ③ 

3 27 16/8 .1/36/ 25 

出上段はさ'1判桁)fよ創立iに示されている午:ぞれ人JW・の大項目、下段はf千六{j1[1のページ数を表している
Aは61~;:m}lx. 、 DはIf常、 l 説、 2.-;r、 3j~t. 、 1 1下、 5î詳の6î;'，;付!il，x.である

表4検定樹ヰ害におけるクラスタ---(t;(J)章構成

検定教科l'F
2 3 

/章番号
4 5 6 7 

@②@③ ① @①@① α氾工D ~ ② ~ 
日(全8fjI) 

1/0.5/2.5/1 20.5 4/12/G/0.5 8/2/11 7/11.5 11 12/8/0.5 

泊凶3上段はt今宇守字!::袷官も泡:31桁i将持止必E領に示されている~午3守平~!:'哨，九.

Bは!斤守:f，そからの81iL構成である

表5 検定糊書におけるクラスタ--@J)割賦

検定教科.il~

/説得Z-
2 3 4 5 6 7 8 9 10 

@①@ゆG沼通 ① ① ② ② ③ o:D ① @ G沼kD
D(全 11的

:jfl4/ロ'/4/112/5 8 7.5 7 10 5 3/4 3.5 7.5 2/3.5/0.5 

注)上段は学'f1-t:1将1搬に示されている'‘沖'IJl、l谷の大項目、下段は各大攻円のぺ一三敬を表してし、る

Dは11J':Gf'll'Ilj)tである

表6 検定樹4f.!]:におけるクラスタ-@XT.>覇市成

検定数科JF
1 2 3 4 5 

/主主務号

¢沼沼刃渇 ① ⑪荻D G沼XID G氾kD
E(全日立)

0.5/1/1/1. 5/6 2'1 8. 5/3. 5/1.1 5/12/9 26/2/2 

出 |二段は午判相当主要領に示されているヴ:y.>N、l谷ーの大項目、F段は各大m日のページ欽を表している

6 

@沼kD

4/4/4 

包沼kD

8/3/8 

8 

Gゆ

3/3 

11 

¢忽泡@

8/16/4/2 

巻末

G怠①

2/4/2 

E はr'r荷量からの5勧l制成となっており、制を判放し、として縫製している。また、巻末に各大r.ITllに|路地する尖習が掲il配され
ている。
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クラスター①では、弁検山数字I)~:は 6 l';'~で桃成

されていた。uIj'1':から'1'徽までに大項目①に!品lす

るつ主溜内谷を1月刊させ、他の)(J1'i11は名市におい

て繰り返す配ダIJがされていたL 後半の 5'I';'I~ 、 6 i;1 

では、大:rn110)が他の大.rri11より多く配石IJされて

いた。今後の↑Jj十肘j:会の発以と課題を年:i昨日-に芯:

Ji波づけさせる J:夫がされていると思われた。

クラスタ-@では 、 j手~てからの 8 ~tでWtI，比され

ていた。 rt"戸では 、 大以 11 \t、 ①、 ④の乍~" '/I人JH

に|見J Jiliした社会における i，~'JIJ ~Jj. 例を1&り上げ、，・t

¥'>h日が l'ii竹11の科学Jの学Y>II人l行の特f設を空11るこ

とができる_1:犬がされていた。2i';1と6~ ;":以外で

は、大Jj[13がiJt作:した挙附)，X;がされており、大JJ(

IIIIHの閑述刊を if~悦した市怖成が立|支|されている

と思われた。そしてlli終市では、大政11② 、①に

|刈するグループ(J:!U ìji 仙.で行う課題fiJlW.:~'{:刊の

課題が記紋されており 、 マ:\'>/計の!~!:?干 の}必見:ーを MI

t認する|付平手配l'せがされていると忠われたC

クラスター①は、他の検定放宇1・111・よりも多いJ戸

数で椛成 されていた。1j';-i:でιよ-1千大JJILIに|刻する

JL礎的内科を 、 千千純夫 ~rl 例とともにJIX り上げ、 1-1官

級の科学J のど/:~lll内科に興味・関心を21める配慮

がなされていると 思われた。2午、31;'i:、4.1;":、5

f;'i:、6京、8.，;，，'、9i主では、Jj'Jーの大羽目 で|人l作

怖成がされていた。 手:~勾~.に対 して'l{:>r当/ ~旨碍~訂I

の学科内容をIVJMHこ ?~i:識づける配ダIJがされている

と思われた。松終市で、は、全ての大功、11に|弘J:i生す

る ~k科;w:mが，ì~ ll&されており、クラスタ ー①と 削

除に 、 ~f:留者の'}:)Jtlの j反米を (I'M認する|付平手配ii'tが

されていると 思われた。

クラスター⑪は、巻末を合めて 6阜で榔成され

ていた。2i';"を除いて大JJlIIがJ14在 した配li'tがさ

れていた。特に抗 1i，1では、大以Id①、①、⑦に

|見!する悲舵fドj'ji.Jj' i を総抗的に111(り上げた l人J'r~付加主

になっていた。これは午:Y'/'.{iにと って 1'1訂版の宇1
-，?Jの学習|人l作に対しては辿しを持たせる配1恒が

されていると以われた。また、巻末では、 )(Jj(11 
ω、①、@に|則わる災習が記;1&されており、 'T:刊

行が第 lJ;そから第 4-1官まで¥'>/'(::'したまf1識ヤ技能を

もとに、各企[(~よ刊に Jli(り主Il ù-十14成とな っていた。

4. 考察

分析 lより、作検定数科;lpによって学1骨折帯主主

訂!でぶさ れている!'[:¥'1/1人l符の大Jf(11や小唄 11に'gIJ

り‘liてられているページ数に述いがあった。この

ことカか、ら 、各検7定じι-救f文科主33i?:によ つてl内付?芥よ予子十悦昨成の特↑ドt

カf九¢あFらJることカqわコカか、つfた二。

作検定教科;11・における各大rrt11の芯根内作の'，I/IJ

fTから 、学習|人l千五の大項目では「① コンピュータ

と↑111郎通伝ネットワーク j の記載|人j作の勾j介カ'~j~':j

く、「①'1"子市のち:.J2llと問題解決Jの記載|人j谷の'，lllJ

介がl氏いことがわかった。十余〉主教科fli「の記il主|人l作

: I~:の '，I;.IJ介にある WJ立対応して 、 J受業Ik!i l liJ数が!J.'.íc

されていると解釈できるため、，;己il&内谷ittが多

かった「①コンピュータと情報通{パネットワークj

の大J:f(11は、他の以11と比較してほ業時数が多く

なり 、 「③↑j'j 'Wの ~'Î:.f!llと問題W(，決」の大J}:[11は、

他のJl1llと比'1立して託業時数が少なくなると考え

られていると解釈された。

外検定教科 :j1 ~ における各小lJ'[ 11の記載内作の:，IIIJ

介から、多くの検定教科告 において大項目①の

「ア コンピュータの'I'ii報の処列リの記紋l人l作の

';IIIJ介が27iかった。これらの小rn11 は、IWI$Uの手I.!，{:J 
のう!.刊を進める 1 '. で:)，~礎 (I(J なう;1 1 ，;依となると考えら

れ、子1・{う:・編集されていると忠われた。そして多

くの検定数科-Ji-において大項U①の「ウー情報シ

ステムの働きと舵ijbするサービスJ、大項 11②の

「ア 問題解決のtll~4(的な考え方J、人唄 Il③の「ア

'1，'i'H1迎{パネットワ ークと 問也Wti.λJ、大項 Ll0)の

「ア 社会の仙干11f'1と人間J、j(J1'[11①の「ウ. 十!?

干11十1:会の発以と h'itH技術」の記il夜|人j王子の割合が低

かった。 1'1情|
Uの〉カ リ キユラム . l-. において 1tl也lσの)~写rt11と上ヒlj!校土してJ受

1業~1I .'i数が少な〈なると=考号えられた。

分析 2より 、ク ラスタ一分析による類型化 を

1]'ったがi来、検〉ヒ数手:1九をもとに I'h'j'幸1:;の科学J
のねらいを達成するための各小J良1-1の重み付け

は、4つのパターンに剣山化することができた。

各十|ーから許作 ・制集されている杉口主教科書は 1'1古
械の干1.!'tJの各小瓜11の内容品以びその構成比に

は述いがあり 、A とC以外では知似性が見11'，す

ことができなかった。情報科教はは、各検定数干i
lljにおいて小項11の|人j存構成の述し、を注視し、1'-1
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身が:包りじしているカリキュラムや生徒の尖態にl!11

した検定数利、1j-を採川する ことが必要と考えられ

る。

分析3より 、名検定教科;11・を行'11成する立を分析

した寺山 ~、 「情報の手| ら，':Jのねらいを達成するた

めの~7・ ~'}lfJ-nヤの配列として「松11Jに学科 I)，rhの弘:

/.(をザ:'t'11tí. にま1I らせ、ザ:?'I ニ~-に比通 し持たせ、そ

の後の弁 tF においてはI_}:'~;野内谷の各大項目 を桜fT

的に取り扱っていく配ヂIJJ、IJI:Z初jに学科内科の大

項目に|民1;主する基礎的な尖刊を行い、己手:宵;/';の興

味|史l心、レディネスを向上させてから、各大坑11

を各市で1j1.独で取り扱っていく配列J、111，(:初に名

大項 目 に|弘lする基礎的.!Ji:JjiをW得後、後三|三でY}ll~;'

した占U~UI(J ~J時iをもとに、各純ら~~与のJ& りキI lむ配

列Jなどを(i'(Ji認することができた。

先行研究によると、各"，学校における情報教ff

の実施状況や生徒のw件以前川能)Jの育成状川に辿

いがあることがI~J らかにな っており 、こ のことは、

間報ヂ|のJ受業を進めていく上での諜也となってい

るl九 lirjキI(の「社会と ''r'H出Jの検定教科、lj:の分析

では、この}，'，(に配地:した1)'1特例成が石i{Ii;ii!，されてお

り、 "，苧校までの情報数百の|人1#が、多く記il改さ

れていた 九 しかし、1'1'1'/却の科学Jの検定数干:1・

111では 「社会と情報Jの検定数手，.占 と比較して"，

学校まで、の・')'i~f(教育の 1)、nヤが少なかった。 これは

「情報の利'tJは「社会と↑l'iWJと比絞して、"，

1手:校技術手|ーの情報教1守の1)、l作と|見Jiilitl・が低いこと

(こi包IJ，Iしていると考えられる 100

5.まとめと今後の課題

本fiJf究は、新学科桁j停~:官iに )l~づいて清作. *Ini 

集されたh'j寸lill.の松山教H~l rの記紋内科を牧J'I \ . 

分析し、各検定数字|イ11:によるj主民について検，:11:す

るとともに、カリキュラム1'1'J!X:や学宵指導をj生め

る_I'.で J，~礎的なまu見を 1~:'ることを目的とした。 そ

のれ可決、以 ドの女11比を料ることができた。

1)名検定数手I.:jl}は学科|人l作の人号[11や小mll

の記松戸、j作:I~: に j品いがあり、 指導 ('jーが知山し

ているカリキユラム、'L1iEの実態等に比、じて

検定数科、l? を採用する必~・があると考えられ

た。

2)作検定教科741は、午)，'11内科の大Jf[けでは 「①

コンビュータと↑fi羽iiiulijネットワーク」の，;己

根内科の~lflJ合が尚かった。 l 'Iì'i tRの科学:J のり!:

刊のねらいを述成するためには、他のJJllclと

比較してこの瓜11を主悦したカリキュラム作

りが必裂とちえられた。

3)多くの倹主教科書で午:~"I I人l作の小項目の記

載|人11干の;IIIJ介は低い.IJI日が桜欽あった。I'm判i

の本1-ザ:Jのねらいを達成するためのカリキュ

ラムにおいて、年2l内容の小Jl'iIllIlJの取扱い

には訟があると考えられた。

4)作検定教科flj-を分析したがi糸、「情報の手|・'{・」

のねらいをi主成するための 4つの学現内作の

西日列を ~-IIJ，' I '，することカfできた。

今後は、情報科の各科11における科学習内科の

ねらいを述成するための、 J受設における教員の桁

導技術に|品lして名組制空J:'分析をj!sめていきたい

と考えている。
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